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MELONとは 公益財団法人 みやぎ･環境とくらし･ネットワーク―通称『MELON』。
1992年の地球サミットをきっかけに翌’93年に誕生しました。緑と水

と食をとおして環境とくらしを考え、地域と地球環境に寄与しようと多くの市民、学者、
知識人、協同組合、企業、団体で作られたNGO（非政府組織）です。地域と地球環境を
守るため１人ひとりの参加と協力をつなぎます。

MELON会員募集
MELONの活動は会員の会費で支えられています。
MELON会員特典
　◦MELON主催イベントに会員割引で参加できます。
　◦�ごみや水、緑や食、自然エネルギーや企業の環境の取り組みなどをテーマに勉強

会や見学会を行う部会に参加できます。
　◦�ボランティアや部会に参加するごとにボランティアポイントが１個もらえ、５個

集まると1,000円分のMELON商品券と交換できます。
　◦�MELONの活動や環境情報を掲載した情報紙をお届けします。
　◦�メールアドレス登録で、会員同士の情報交換ができるメーリングリストに登録できます。
～入会希望の方は事務局までお問合せください～
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　ベガルタ仙台の試合会場で、今年は恒例の「エコ検定」

と「森林保全推進」のブースを出展しました。エコ検定

では、ベガルタ仙台が日頃からユアテックスタジアム仙

台で取り組んでいるエコ活動に関する問

題を、小中学生たちがチャレンジして回

答してくれました。「このクイズ、楽し

い」との声もあり、クイズを楽しみなが

らエコ活動について学んでくれました。

　「森林保全推進」のブースは、自然を

身近に感じ、街の美化や森などの大切さ

を感じてもらえるよう、仙台市百年の杜

推進課のパネル展示やハーブ苗等の紹

介・販売、花の種の無料配布などを行い

ました。暑い中、お手伝いくださったボ

ランティアさん、本当にありがとうござ

いました。ブースの中は、ハーブの香り

でいっぱいでした。今後も皆で楽しく環

境を学んで、エコシティづくりを推進し

ていきます ! !  

ハーブの香りでいっぱい! !  ベガルタ仙台エコ体験ブース

緑あふれるエコシティに

ハーブの香りに誘われて、
多くの人が来てくれました

ハーブの香りに誘われて、
多くの人が来てくれました

クイズで楽しくエコを学ぶ
子ども達日　時：4月28日（土）11：00〜15：00

場　所：ユアテックスタジアム仙台　北エントランス

体験者：200名
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営利活動法人フォ

レストサイクル元

樹の木工販売、エ

コ森林のクラフト

作り。間伐材の積

み木遊びコーナー

や、部会オリジナ

ルの「樹種当てク

イズ」が子どもを中心に人気がありました。「樹種当て

クイズ」は、丸太を触って当てるものです。「桜、シラ

カバ」など外皮に特徴がある木の回答率は高いのですが、

「ミズナラ、カツラ」など丸太に特徴がない木はなかな

か正解が出ませんでした。

　午後のガイドツアーでは、七北田公園にある植物を部

会長の今野勇さんが説明してくれました。参加者が興味

を示していたのは、ちょうど収穫時期の孟宗竹のタケノ

コの話題。七北田公園にも竹が生えていたのはちょっと

意外でした。みやぎ里山応援団では、今後も「生物多様

性」や「身近な植物」に関心を持つ人が増えるように活

動していきます。

　毎年開催している「新緑祭」が初めて泉区の七北田公

園で行われました。新緑祭は、4月15日～ 5月14日まで

の「みどりの月間」にちなみ、緑を愛する心を育み、市

民の皆様とともに緑豊かなまちづくりを進めることを目

的として、平成元年から開催されています。

　夏を思わせるく

らいの暑さでした

が、みやぎ里山応援

団のブースにはたく

さんの親子が来てく

れました。ブースで

は、みやぎ生活協同

組合の森林保全の取

り組み紹介や特定非

初めて七北田公園で開催！「新緑祭」

　4R推進部会では、家庭ごみの26.9%を占める生ごみの

削減を目的に、生ごみ堆肥化を推進しています。さらに、

生ごみ堆肥の活用法

として毎日の料理や

お茶の時間に使える

ハーブの育て方講座

を開催しました。講

師の吉田さんから

ハーブがもつ効果や

利用方法、育て方に

ついて教えてもらい

ました。

　今回教えてもらったハーブは「バジル」と「ミント」

です。バジルは傷みやすいため主に生葉を使います。例

えばジェノベーゼソースはパスタだけでなくお肉やお魚

を焼く時にも使え

ます。ジェノベー

ゼソースにすれば

冷凍保存もできる

そうです。そして、

香りが強いミント

は紅茶や緑茶に入

れたり、お菓子の

添え物などに活用

されていますが、吉田さんのおすすめはお風呂に使うこ

と。入浴時、ミントの葉を洗濯ネットなどに詰め、お湯

の中に入れると疲労回復やリラックス効果だけでなく、

夏にはなんとエアコンいらずに！

　ハーブのある暮らしは楽しみが増えるだけでなく、省

エネにもつながるんですね。皆さんもぜひお試しあれ ! !

生ごみ堆肥化＆ベランダ 園芸講座

「キッチンでおしゃれにハーブを楽 しもう♪」

日　時：5月12日（土）10：00 ～ 12：00

会　場：みやぎ生協集会室（フォレスト仙台5階）

講　師：吉田満さん（ステップナッツ）

参加者：16名

日　時：4月22日（日）10：00 ～ 15：00

場　所：七北田公園（仙台市泉区七北田字赤生津４）

主　催：仙台市

来場者：約200名

間伐材の積み木、どこまで高く
積み上げられるかな？

公園の中に孟宗竹が！？

ハーブの楽しみ方は無限大！

ハーブの香りを体験♪

吉田さんからいろんなハーブを
紹介してもらいました
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　「オシャレですぐにでき

るエコ」を体験し、参加者

同士が楽しく交流できる

MELONcafeプチ講座。6月

は環境月間のため「家庭で

のリユース」をテーマにガ

ラスエッチンング講座を行

いました。ガラスエッチングとは、ガラスの器に擦りガ

ラスのような模様をつけるアートです。専用の薬剤を使

用してガラスに模様を付けます。使い終わった空きビン

がかわいい小物入れに！さらにビンの蓋にリボンやかわ

いい生地を貼りつけると、雑貨屋さんで売っているよう

なクオリティに♪

　家庭でも手軽にできるリユースとして「衣類」もオス

スメです。仙台市の平成28年の生活ごみの中で衣類は

なんと「１万ｔ」排出されました。着られなくなった衣

類を雑巾などにして再利用することで家庭からのごみの

減量が進むと思いま

す。捨てる前に「も

う一回使えないか」

考えてみましょう。

　家庭ごみの減量を

目 的 に、10月17日

（水）仙台市のワケ

ルくんバスに乗って

ごみ処理施設の見学会を実施します。いつも行っている

ごみの分別方法が正しいか検証したい方、家庭のごみを

減らしたいという方は是非ご参加ください！
かわいい模様をつけました♪

特殊な薬剤で模様を付けます！

　「水の神さま」とは地域と水の関わりを象徴する一つ

です。水と深く関わりがある代表的な地元産業、温泉旅

館と酒造りの蔵元を訪ねました。

　旅館大沼は千年前から湯治場として知られる鳴子にあ

ります。鳴子の温泉は雨や雪が大地に染み込み、約50

年経過してマグマ

に温められ湯が沸

きだす循環による

ものです。そのた

め、湯
ゆ

守
もり

の大沼伸

治さんは温泉を守

ることは森の保全

をするとし整備活

動を行っていま

す。また、なりわ

いである温泉利用を広めるために町おこし活動と共に湯

治文化を進めています。

　中勇酒造店の第4代目蔵元は藤原鎌足の末裔として仕

えた大崎氏の家臣を受け継ぐ古い家系で26代目に当た

ります。代表銘柄は「鳴瀬川」、昭和50年以降は純米、

吟醸の高級酒に移行

しました。仕込み水

には奥羽山系からの

ものを使用してい

て、独自の浄化装置

を手作りする程に最

大の配慮をしていま

す。原料の品質の

良さに加え南部杜

氏の技による低温長期醗酵による「天上夢幻」は淡麗な

中にも繊細な味わいを醸し出しています。

　今回の調査対象は古くから地元産業を担ってきた方々

であり、水の品質や状況で影響を大きく受けます。産業

を継続するためにさまざまな工夫と先進的取組みを行っ

ている姿を垣間見ました。

日　程：5月20日（日）

調査先：①旅館 大沼（大崎市鳴子温泉）

　　　　②株式会社中
なか

勇
ゆう

酒造店（加美郡加美町）

「空きビンをリメイク♪ガラスエッチング」

日　程：6月9日（土）13：30 ～ 15：30

場　所：MELON事務局

参加者：6名

水と地域の関わりを探る～水の神さま調査～

旅館大沼の正面にて
（大沼さんは右から2人目）

中勇酒造店　第4代蔵元の
中島信也さん（中央）から貴重な話を伺う

MELON環境市民講座
施設見学会「ゴミのゆくえを見てみよう！」

日　　時：10月17日（水）10：00〜15：00

集合場所：仙台市本庁舎噴水前

参 加 費：無料

見学場所： 株式会社泉リサイクルセンター、

 新港リサイクル株式会社
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　3月末ドイツ・オランダに見聞に行くことがあり

ました。列車やバス、トラム（路面電車）など公共

交通機関を使って移動したのですが、例えば列車で

は私たちを除くほとんどが、切符はスマホの中とい

うペーパーレスになっていて、検札もQRコードを

ピッと読んでいました。ドイツ・オランダでは、切

符をとるカウンターにはそれほど多くの利用客があ

るというわけではありません。仙台駅の「みどりの

窓口」に並ぶ利用者と、窓口に吸い込まれていくよ

うに処理される人数の見事さを、外国に行って改め

て驚いた次第です。

　インターネットに掲載されたAP通信の記事で、

アイスランドでは2018年に一般国内で使用される

電力より多くの電力が仮想通貨マイニングに利用さ

れるという予測がされていました。データといえば、

みどりの窓口の鮮やかな指さばきで、瞬時に出てく

る切符もデータセンターでの電力消費のおかげなの

でしょう。

　そんなことを考えながら、今回は立川志の輔の「み

どりの窓口」（志の輔らくごのごらく (3)「朝日名人

会」ライヴシリーズ31、ソニー・ミュージックジャ

パンインターナショナル、2005年11月）を聞いて

みましょう。立川志の輔の創作落語はとてもおもし

ろいのです。若い頃演劇を経由して落語の世界に

入ったからでしょうか、筋の構成がしっかりしてい

て、登場人物も器用に整理されています。

　東京駅のみどりの窓口には今日もたくさんの利用

客が訪れます。もう席がないと言われると「どんな

に満席でも国会議員の席はあるんでしょ？あたしそ

れでいいから」と怪しげな会話を繰り返す中年の女

性。福井の孫を連れて、長野の娘夫婦に会って、そ

して宮崎まで行きたいという老夫婦。『生きのいい

列車』の切符をくれという男。酒でも飲まなきゃやっ

ていけないと、その係員は友だちを居酒屋に誘います。

　さて将来、窓口にはこんな『迷ぜりふ』の人も来

るのでしょうか。「名古屋まで行くんだったら、なぁ

に電力を喰うリニア新幹線でなくたっていいのよ。

トンネルだけで息苦しくってしょうがねぇや。その

方が早い？でも、用があるのは中津川なんだから。

トンネルに穴開いてる？じゃ中津川でそこから出ら

れる？」…お後がよろしいようで。

リニア新幹線の切符？
落語篇⑨
立川志の輔 

「みどりの窓口」 
石垣政裕（MELON理事）

インターン生を紹介します！

　公益財団法人損保ジャパン日本興亜環境財団のCSOラーニング制度

により、今年も２名のインターン生が仲間入りします。この制度は、学

生がインターン活動を通して環境問題をはじめとするさまざまな社会問

題に関心を持ち、行動する人になることを目標としています。

　6月から来年1月までの8か月間、さまざまな活動に携わっていきます。

どうぞよろしくお願いします！

インターン生を紹介します！

■成
なり
澤
さわ
　朋
とも
紀
き
（東北大学4年）

　以前から環境問題について関心があり、

その解決へ向けて実際に活動したいと思

い、MELONのインターンに参加しようと

決めました。活動を通して、さまざまな経

験を積みながら、社会に出るための基礎も

身に着けたいと思っています。

趣味：登山

 好きな食べ物：ジャガイモ

■畠
はたけやま
山　紳

しん
悟
ご
（東北大学2年）

　「たくさんの正しさ」にがんじがらめに

なった現代の環境を、なにげなくあたりま

えにある「くらし」から見つめなおしてみ

たいんです。せっかく学生がもぐりこむの

だから、学問と「くらし」の間に立てたら

と思います。

趣味：海辺へよく行きます、小物づくり

 好きな食べ物：ハタハタ寿司

MELONフェスタでインターン活動の
成果を発表しました！

昨年のインターン生の活動風景
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　丸森町で築90年の自宅を活用し小さな古本屋を

営んでいます。自宅での週2日の営業とイベントで

古本を販売しています。食や健康、自然を大事にす

ることをテーマに本を集めています。わが家では昨

年5月からロバを飼っており、名前はジャムで二十

歳のメスです。

　食の安全や環境を考えるようになったのは30代

後半からで、MELONが主催する江守正多さんの講

演に出掛けたり、「北極のナヌー」の映画を見て、ホッ

キョクグマの生きる厳しさや人間社会が地球に与え

る影響を深く考えさせられました。

　4月22日（日）は昨年に引き続き仙台市錦町公園で

開催された「アースデイ東北2018」に出店しました。

目指せ100人！
環境リレートーク

　北山耕平さんの「自然のレッスン」「地球のレッ

スン」をはじめ、星野道夫さんやバーバラ・クーニー

さんの本を喜んでお買い求めいただきました。東北

でアースデイが開かれるようになったことに感謝し

ます。

　小さなナリワイですが、本を通して、本を好きに

なる人を増やしたり、人々との繋がりを大事にしな

がら本を循環させていきたいです。

　小さな自然農を試みる妻と良い堆肥を作ってくれ

るジャムとともに素朴に暮していきます。スローバ

ブックスは静かな時間が流れる場所です。ぜひお越

しください。

＜連絡先＞

森の中の小さな古本屋スローバブックス

住所：伊具郡丸森町耕野字入55番地

TEL：0224-75-2775

ブログ：「スローバブックスのスローな日々」で検索

 （http://slowba.exblog.jp）

… 次号執筆者紹介 …

阿部倫子さん

（丸森町地域おこし協力隊）

各 協 同 組 合 か ら の お 知 ら せ
MELON の協力団体である各協同組合が取り組んでいる、環境に関する情報をご紹介します。

〜みやぎ生活協同組合〜

夏休み親子企画
「南三陸の森と水辺を探検しよう！」参加者募集
　南三陸町にある 「こ～ぷの森貞

さだ

任
とう

山
やま

」で森の観察と近辺の水辺で生き物探しをします。

被災地の視察も行います。夏休みの一日、親子で南三陸をまるごと味わってみましょう！

日　　時：7月21日（土）※小雨決行

集　　合：仙台駅東口貸切バス発着所　8：30集合、17：00帰着予定

定　　員：35名（申込多数時抽選、当選者には7月10日までにハガキで連絡します）

参 加 費：無料（昼食は各自用意）

持 参 物：昼食、飲料、帽子、軍手、タオル、着替え、長袖・長ズボン、運動靴、筆記用具

締　　切：  7月6日（金）

申込方法：  名前（子どもの場合は年齢も）、住所、電話番号を明記し、ハガキ、FAX、メールのいずれかで

下記までお申込みください

問合わせ・申込み先
〒981-3194　仙台市泉区八乙女4-2-2　みやぎ生協生活文化部
TEL：022-218-3880　FAX：022-218-3663　メール：sn.mkankyouk@todock.jp

第69人目の執筆者　佐藤浩昭さん

（森の中の小さな古本屋スローバブックス）
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ストップ温暖化センターみやぎ通信　Vol.81

比較して効果的な対策提案！
～平成29年度のうちエコ診断実施結果～

　平成29年度のうちエコ診断の結果から全国と宮城県

の年間光熱費を比較してみると、宮城県の方が年間3万

円高くなっています。燃料別で見てみるとガソリン代が

約6万円、灯油代は約8千円、ガス代は2千円と全国より

も高くなっていることがわかります。それに付随して自

家用車、給湯、暖房からのCO2排出量が多くなっています。

　うちエコ診断を受診した方が一番最初に見るグラフ

は「光熱費とCO2排出量平均比較結果」です。そのグラ

フを見ることで自分の家庭が平均より多いのか少ないの

か確認することができます。でもそこで「ガス代が平均

よりも多かった…」などとがっかりする必要はありませ

ん！平均よりも多いところこそ省エネ・省CO2対策の効

果が大きく表れる部分なのです！効果的かつ各家庭のラ

イフスタイルに合わせた省エネ・省CO2対策をうちエコ

診断士が解りやすく説明、提案します。

　今年度もうちエコ診断の受診者募集を開始していま

す。詳しくはP.8のトピックスをチェック ! !

　新たに23名が加わりました！　

　4月24日（火）宮

城県庁2階・第二入

札室にて地球温暖

化防止活動推進員

の委嘱状交付式が

行われました。2年

に1度の更新です。

更新対象の推進員

さんは46名でしたが、交付式に参加して委嘱状

を受けたのは27名でした。推進員一人ひとりに

環境生活部長が委嘱状を交付。第11期生23名が

新たに委嘱され、その結果、平成30年度の推進

員は65名となり活躍の拡大が期待されます。

　交付式後に研修会が引き続き実施されました。

宮城県環境生活部環境政策課から、「県内の温室

効果ガス排出量の推移について」「平成30年度の

温暖化対策事業について」の説明があり、特に、

推進員だより　No.26

2030年度の目標達成に向けた基本精神「流れを

変える」が打ち出され、これを基本とした取組み

が続きました。県の基本精神が頭に入った所で、

グループ別にワークショップが始まり、アクショ

ンシートに記入した今年度の目標を各自発表。目

標達成のための行動まで掘り下げて話し合い、最

後は輪になって各自の意見表明がされました。

　新年度になり委嘱状交付を受けて、熱心な交流

が多くのグループ内で見られました。

一人ひとり委嘱状の交付を受ける

0
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4 人世帯光熱費
ガソリン代

電気代

ガス代

灯油代

宮城県 全国
データ元：2017年度うちエコ結果、総務省統計局

4人世帯あたりの年間光熱費
光熱費とCO2排出量平均比較結果

研修会終了後に皆さんでパチリ！

宮城県地球温暖化防止活動推進員の委嘱状交付式
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の持ち主であり、愛着のある羊の話しはもちろんのこと、

海外の食事情、食の歴史など、幅広く楽しいお話が尽き

ず、駒米さんの羊や、食に対する思いがひしひしと伝わっ

てきました。

　お店の瀬戸

シェフも朝早く

筍を取りに行っ

てくれたり、大

きな羊肉を持っ

て席を廻ってく

れたり多大なご

協力をいただき

ました。

　羊は、古くから人間と共に歩んできた歴史があります。

駒米さんは、その羊達の力を借りて地域再生をしようと

取り組んでおり「羊飼い」達のネットワークを作りたい

とのこと。

　今年、ニュージーランドから新たに32頭の羊達がやっ

てくるそうです。駒米さんの夢はまだまだ始まったばか

りです !!

仙臺農塾

ニの数くらいお豆腐屋

さんがあったそうです

が、現在は身近でなく

なったため、豆腐が何

でできているのかわか

らない子ども達が増え

たと感じるそうです。

　そんな千石さんだか

らこそ「豆腐作りも体

験しましょう♪」と、1人ひとり豆腐作りを体験しまし

た。各人の紙コップにあたためた豆乳を注ぎ、にがりを

入れて混ぜます。体験したのは「豆乳ににがりを打つ」

作業だけでしたが、温度や混ぜ具合により凝固状態が変

化するため、固まり方はそれぞれ。豆腐はとても繊細な

んだと実感しました。

　今回提供していただいたのは遠野市で自然栽培された

「南部シロメ」という大豆。とても希少だそうです。南

部シロメの豆乳や豆腐のスムージーもごちそうになり、

豆腐三昧の会になりました。豆腐という身近にある食品

がどのように作られているのか、その苦労をほんの少し

体験することができました。

　「羊飼い」はライフワークと語る駒米さんは、涌谷町

箟
のの

岳
だけ

にある涌谷町観光栗園黄金山牧場に打ち合わせに

伺った時、100頭ほどの羊達、そして猫達に囲まれて、

満面の笑顔で迎えてくれました。牧場作りについて、羊

にまつわること、そ

して料理へのこだわ

りなど盛りだくさん

のお話と美味しい料

理でとても楽しい会

となりました。

　駒米さんは、ご自

身もシェフをされて

いたユニークな経歴

　大豆にはさまざまな種類があることをご存知ですか？

苦味や甘味など、大豆にも性格や体質があって、豆腐に

なりにくい大豆もあるとのこと。仙台市以北を中心に幼

稚園や小学校、子育

て支援サークルへの

食育活動を推進して

いる千石さんは、「心

身の健全は食から」

をモットーに、五感

で楽しむ食体験によ

る食育を実践されて

います。昔はコンビ

大人の食育プロジェクト

第4回「駒米さんのもふもふ羊放牧物語」

日　時：4月11日（水）19：00 ～ 21：00

場　所：TRATTORIA　CUCINA　L’ORANGERIE

　　　　　（宮城野区榴岡4丁目6-28ホテルレオパレス仙台2階）

ゲスト：駒米宏一郎さん

　　　　　（涌谷町観光栗園黄金山牧場代表） 

参加者：32名

第5回「豆腐、その奥深き世界

　　　 ～一粒から生まれる、魅惑の大豆ワールド～」

日　時：5月9日（水）19：00 ～ 21：00

場　所：綴
つづり

café（青葉区北目町4-7HSGビル1階）

ゲスト：千石めぐみさん

　　　　　（豆腐マイスター・みやぎシニア食育コーディネーター）

参加者：27名

皆で乾杯 !!楽しい交流のひと時

「大豆を見ると豆腐にせずには
おられない！」と笑う千石さん

サフォーク種の子羊のもも肉をローストで

豆腐尽くしのお料理♪
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〈会員状況〉

602 名
法人� 63

任意団体� 10

個人� 529

2018 年 5月7日現在

ボランティアポイントカード制度
をご活用ください
　会員の方には、「MELON ボランティアポ
イントカード」を発行しています。部会・プ
ロジェクトの例会出席、作業やイベントでの
お手伝いをすると、１ポイント差し上げます。
5 つ貯まると 1,000 円分の MELON 協力商
品券と交換できます。

　みやぎ生協、日専連仙台で発行している商
品券です。金額の一部がMELONに寄付され、
環境保全活動にいかされます。宮城県内の日
専連加盟店及びみやぎ生協の各店舗でご利用
になれます。

MELON協力商品券とは

各イベント参加者を募集しています。詳しくはMELON事務局ま

でお問合せください。

※会員以外の方も参加できます。

発行元　公益財団法人　みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）Miyagi Environmental Life Out-reach Network
　　　　〒 981-0933　仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台 5F
　　　　★事務局　　　　TEL 022-276-5118　FAX 022-219-5713　
　　　　★情報センター　TEL 022-301-9146　FAX 022-219-5713
　　　　★ストップ温暖化センターみやぎ　TEL 022-301-9145　FAX 022-219-5710

　E-mail  melon@miyagi.jpn.org 　URL http://www.melon.or.jp/melon/
　落丁・乱丁の場合は、MELON 事務局までご連絡ください。 ※ MELON 情報紙は再生紙を使用しています。

■ 今年のグリーンカーテンは「朝顔」にしました！大きく育って、

涼しくなるのが楽しみです。（菅田）

■ 紫陽花が綺麗な季節になりました。MELONのスタッフにな

り6 ヶ月が過ぎました。知らないことが沢山あることを実感

しています。今後もよろしくお願いします。（三浦）

■ 皆さんのおかげで楽しくイベントに参加することができまし

た。植物や食にどんどんのめりこみそうです。これからもい

つも自然とともにありたいです。（山形）

編 集 後 記

MELON イベント情報
これから開催を予定しているイベント・会議をご紹介します。

この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を
使用した新しい環境配慮型インキ
「ライスインキ」で印刷しており、
印刷用紙へのリサイクルが可能です。

7/1（日）「うちエコ診断士養成研修」開催

7/8（日）「うちエコ診断士養成研修」開催

7/9（月） みやぎ里山応援団　例会

7/15（日）「学都『仙台・宮城』サイエンス・デイ 2018」

にブース出展

7/21（土）「夏休み宿題企画！親子でソーラーカーを作

ろう！」開催

7/24（火）「水道フェア 2018」にブース出展

7/27（金）4R 推進部会　例会

8/30（木）自然エネルギー等普及プロジェクト　例会

9/1（土）「仙台長町紙芝居フェスティバル」に出演

9/9（日）「第 6 回はやぶさまつり」にブース出展

9/29（土）「第 23 回 MELON 会員と市民のつどい

～ MELON フェスタ～」開催

10/17（水）「環境施設見学会

ごみのゆくえを見てみよう！」開催

10/27（土）「秋の森で遊ぼう！（仮）」開催

※�日程や内容の変更、上記以外にもイベント開催する場合があります。
ご了承ください。

うちエコ診断 受診者大募集！
　皆さん、普段生活していてどれくらいCO2を排出

しているのかご存知ですか？

　「うちエコ診断」を受診すれば、意識しにくい上、

目に見えないCO2排出状況を各家庭ごとに見える

化！さらに、省エネのスペシャリスト「うちエコ診

断士」が各家庭に効果的な省CO2対策のコツを教え

ます。

　例えばこれからの季節使い始めるエアコン。夏場

の設定温度の目安は28℃です。扇風機の活用や薄着

をするなどして工夫し、設定温度に気を付ければ年

間約55kgのCO2を削減、さらに約3,000円ほどお得

になるんです♪

　それ以外にも省エネメニューが盛りだくさん！う

ちエコ診断を受診して地球

にもお財布にもやさしいエ

コライフを始めましょう！

詳細はストップ温暖化セン

ターみやぎまでお問合せく

ださい。

日　時：9月29日（土）13：30 ～ 16：00（予定）

場　所：仙台市シルバーセンター 7F　第一研修室

 （仙台市青葉区花京院1-3-2）

参加費：無料

　参加者同士の交流を目的として毎年開催しています。

部会・プロジェクトや会員企業のブース出展に加え、ポッ

プスユニット「Tae-chu」のミニライブや学生環境サーク

ルの活動PRタイムなど多彩な内容を企画中です。

　会員はもちろん会員以外の方も大歓迎です！ぜひお越

しください！

　会員企業・団体の皆さまは出展申込みもお待ちしてお

ります！

「第23回MELON会員と市民のつどい 
MELONフェスタ」開催！


